
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         四万十市立中村中学校   理科学習指導案         3年「化学変化とイオン」                              授業者 野村憲太         令和 2年 9月 28日（月） 

研究主題  「深い学びの実現に向けた学習過程の工夫」 ～数学科を軸とした各教科における見方・考え方を働かせた授業づくりを通して～ 

単元を貫く問い   身近な化学変化とイオンに関する現象を科学的に探究するには？ 

自ら実験を構想し、探求の

過程を振り返ることができ

る。 

見
方
・
考
え
方
を

働
か
せ
て
い
る
姿 

反応を比較し、違いや共通点から水溶液中での変化を既習事項と関連付けて考える。 

水溶液での化学変化をイオンでとらえ、モデルと関連づけて考える。 

イオンの量に着目し、電圧の大きさや濃度と関連づけて考える。 

この単元と関連した領域の付いている力（◆）と内容（・） 

小 6 水溶液の性質や働きについて追及する中で、より妥当な考えをつくりだし表現する力 

中 1 水溶液から物質を取り出す実験を行い、その結果を溶解度と関連付けて理解する力 

       ・水溶液には酸性、アルカリ性、中性のものがあること 

・金属を変化させる水溶液があること 

・物質の水への溶解を粒子のモデルを用いて説明すること 

中 2 化学変化について、見通しを持って解決する方法を立案して観察、実験などを行い、原子

や分子と関連付けてその結果を分析して解釈し、化学変化における物質の変化やその量的

な関係を見いだして表現する力 

       ・物質が原子や分子でできていること 

小 3 乾電池と豆電球などのつなぎ方と乾電池につないだ物の様子について追及する中で、差異

点や共通点をもとに電気の回路についての問題を見出し、表現する力 

小６ 電気の性質や働きについて追及する中で、電気の量と働きの関係、発電や蓄電、電気の変

換についてより妥当な考えをつくりだし、表現する力 

中 2 電流・磁界に関する現象について、見通しを持って解決する方法を立案して観察、実験な

どを行い、その結果を分析して解釈し、電流と電圧、電流の働き、静電気、電流と磁界の

規則性や関係性を見いだして表現する力 

・電流が電子の流れに関係していること 

・電流により熱や光などが取り出せること 

 

化学変化とイオン（8時間） 
・海水の特徴から海水に電流が流
れる理由について調べる 
(1時間）     ①②③④⑤ 

・水溶液に電圧をかける実験から
物質には水溶液にした時に電流
を流す物質と流さない物質があ
ることを見いだす。 
(1時間）    ①②③④① 

・電流が流れた時の電極の変化か
ら、塩酸に電流を流した時の変
化について調べる。 
(2時間)         ①②③④⑤ 

・塩化銅水溶液に電流を流した時
にどのような反応が起きている
か考える。 
(1時間）        ①②③④⑤ 

・電気分解の実験から電解質水溶
液に電流が流れる理由について
考える。 
(1時間）        ④ 

・原子の構造やイオンの成り立ち
について学習する。 
(2時間）       ⑤ 

化学変化と電池（7時間） 
・電池のつくりについて仮説を
立て、検証する実験を行う。
（1時間）       ①②③④⑤ 

・電池の中で何が起こっている
か考える。 
（2時間）       ①②③ 

・+極と-極がどのようにして決
まっているかを調べる。 
（1時間）       ④ 

・金属イオンを含む水溶液に金
属を溶かす実験を行い、金属
にはイオンになりやすさの違
いがありそれが極に関係して
いることを見いだす。 
（1時間）       ⑤ 

・電池の電流を大きくするには
どうしたらいいか考える。 
（2時間）   

①②③④⑤本時（2/2） 

酸・アルカリとイオン（7時間） 
・酸性を示す水溶液の特徴をも
とに仮説を立て、酸性を示す
ものの正体を調べる。 
（2時間）   ①②③④⑤ 

・アルカリ性を示す水溶液の特
徴をもとに仮説を立て、アル
カリ性をしめすものの正体を
調べる。 

 （2時間）   ①②③④⑤ 
・酸性とアルカリ性の水溶液を
混ぜたらどのような性質を示
すか調べる。 
（1時間）   ①②③④⑤ 

・酸性やアルカリ性の強さにつ
いて学習する。 
（1時間）   ① 

・酸性とアルカリ性の強さの違
いがあることに着目して酸性
とアルカリ性の水溶液を混ぜ
た時にできる水溶液の正体に
ついて検証を行う。 
（1時間）   ②③④⑤ 

科
学
的
に
探
究
す
る
活
動 

 

③実験を行い、結果を処理する。 

②既習事項と関連づけ仮説を立て、実験を構想する 

⑤探究の過程を振り返り妥当性を検討・考察する。 

①自然事象や探究の過程で生じた疑問から科学的に探究できる問題を見いだす。 

④実験の結果を分析・解釈する。 

本単元の目標 

 学びに向かう力、人間性等 

 

化学変化とイオンに関する事物・現象に進んで関わり、科学的に

探究しようとする態度を養うともに、自然を総合的に見ることが

できるようにする。 

知識及び技能 

酸・アルカリや中和反応、化学

電池についてイオンやモデルと

関連付けながら理解するとも

に、それらの観察、実験などに

関する技能を身に付けること。 

思考力・判断力・表現力等 

化学変化について、見通しをもっ

て観察実験を行い、イオンと関連

付けてその結果を解釈し、化学変

化における規則性や関係性を見出

して表現すること。また、探究の

過程を振り返ること。 

【主】酸性やアルカリ性の正体について疑問を持

ち、酸性とアルカリ性や中和について科学的

に探究しようとしている。 

【思】酸とアルカリの正体や中和について仮説を立

て実験結果を分析解釈することで、中和反応

の仕組みを見出し表現するとともに、探究の

過程を振り返るなど、科学的に探究してい

る。 

【知】酸性とアルカリ性の正体を理解し、中和反応

のしくみについて理解するとともに実験に関

する技能を身に付けている。 

【主】電池の仕組みに疑問を持ち電流が取り出せる

理由について課題を見出そうとしている。 

【思】仮説をもとに実験を構想し、実験結果を分析

解釈し、化学変化における規則性や関係性を

見いだして表現しているとともに、探究の過

程を振り返るなど、科学的に探究している。 

【知】実験結果から金属によってイオンへのなりや

すさが異なることを理解している。 

【知】電池とイオンの関係を理解し、どのようにと

きに電流が取り出せるかを理解するともに実

験についての技能を身につけている。 

【主】実験結果から疑問を持ち、電解質水溶液に

電流が流れる理由について課題を見いだそ

うとしている。 

【思】事象を既習事項と関連づけて仮説立て、見

通しをもって実験を構想し、結果を分析解

釈し、化学変化における規則性や関係性を

見いだし表現するとともに，探究の過程を

振り返るなど、科学的に探究している。 

【知】実験結果からイオンの存在に気付き、原子

の成り立ちやイオンのでき方について理解

しているとともに実験についての技能を身

に付けている。 

評
価
規
準 

この単元からつながっている領域の力（◆）と内容（・） 
◆日常生活や社会で使われているエネルギーや物質について、見通しをもって観察、

実験などを行い、その結果を分析して解釈するとともに、自然環境の保全と科学技

術の利用の在り方について、科学的に考察して判断する力。 

 

・科学技術と人間  

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

発見 

探究 

解決 

探
究
の
過
程 

Ⅰ 

Ⅱ 

Ⅲ 

Ⅵ Ⅸ 

Ⅶ 

Ⅷ 

Ⅹ 

Ⅺ 

Ⅻ 

単元終了時の目指す生徒の姿 

身近な化学変化とイオンに関す

る現象から問題を見出し、仮説

を立て、検証し、探究の過程を

振り返ることができる。 

Ⅳ 

Ⅴ 

生徒の実態と指導観 
生徒は 1 学期末のアンケートで「理科は好きですか」という質問に対して肯定的な意見が 73％程度となっている。「理科の学習は生活に役立っていると思うか」という質問にも肯定的意見が 85％となっており、理科に対して意欲的に取り組むことができている生徒が多い

クラスである。1学期末テストの思考力問題の正答率は 60.4％となっており、個人や班で考え、説明や表現することができるクラスである。しかし、実験結果を活用して、考察まで考えることができる生徒はまだまだ多くない。そのため観察、実験の際には、生徒が「なぜ？」
と疑問を持たせるための事象提示を行い、仮説を立て、実験を構想したり、実験結果をもとに考察するなどのといった探究の過程を重視し、生徒に根拠をもとに考えさえることが重要である。 

本単元では、化学的な事物・現象についての疑問を持ち、その疑問を探究の過程を通して解決することを重要視し、仮説を立てることで実験の目的が明確になり、実験結果が妥当であるかを判断できるといった仮説の有用性に気付かせたい。また、仮説や予想と結論が異な
るとき探究の過程を振り返ることができるように指導したい。化学変化をイオンのモデルや化学反応式で考え、水溶液の電気伝導性や中和反応、電池のしくみについて考えたり、説明したりするとき、生徒自身がイオンのモデルの見方を働かせることで、その有用性を実感さ
せたい。原子や分子、化学変化とイオンを関連づけて結果を分析解釈し、化学変化における物質の変化やその量的な関係を見いだし表現するという探究学習の過程で、思考力、判断力、表現力等を育てたい。 



 

 

 

 

【本時の目標】水溶液中のイオンの量や電極のイオン化傾向の違いに着目して、より電圧が大きい電池を作るためにどうすればよいか科学的根拠をもとに考え、検証できる。（14/22） 

【本時の見方・考え方】電池ができるときとできないときを比較し、イオンの量やイオン化傾向の違いに着目して、電圧を大きくするための方法を考える。また、検証するためにどの条件を変化させるか考える。 

 ◎深い学びの実現に向けた「問題」と「めあて」の工夫  
化学電池の仕組みについて考えたことをもとに、それまでの実験で作った電池では電

流の量が十分でないことに気付かせ、それを解決することを目標に本時の問題を設定し
た。また、生徒自身が探究の過程を通して、問題を解決できるようにめあてを設定し、
生徒が主体的に探究する過程を通して、化学電池の仕組みについての理解を深め、探究
の過程を振り返り、対話の中でより妥当な仮説や方法を再構築することで、深い学びを
実現できるようにした。 
 
 
◎教科の見方・考え方を働かせて課題解決させる手立て 
これまでの学習を振り返り、関連づけて考えることで電池ができるときとできないと

きの違いを比較することで水溶液中のイオンの量の違いや電極のイオン化傾向の違い
に着目させ、仮説を立てられるようにする。また、複数の条件が関係している可能性に
ふれることで変える条件や変えない条件を明確にし、正しく条件制御を行えるようにす
る。 

T 前回の授業で電池の仕組みについて学習しま

したね。電池の+極と－極はどのようにして決ま

っているのですか。 

 

S金属のイオン化傾向によって決まっています。

イオンになりやすい物質が‐極になります。 

 

T そうですね。ではこれで皆さんにも電池つく

りことができますね。 

T ではこの電池を使って電球をつけてみましょ

う。 

（電流は流れるが電球がつかない） 

Tつきませんね。なぜでしょう。 

 

S電流が小さいのだと思います。 

T電流を大きくする必要がありそうですね。 

問題「電流をより大きくするにはどうしたらい

いだろう」 

 

 

めあて「電流を大きくするために仮説を立てて

検証しよう。」 

T 記録を残しながら仮説を立て、検証しましょ

う。 

S 電池は電解質水溶液でしか作れないからイオ

ンが関係しているね。 

S 水溶液中のイオンが電子を受け取るというこ

とは電子を受けとるイオンが多ければいいんじ

ゃないかな。 

S電解質水溶液を濃くすればいいのかな。 

仮説①「電解室水溶液の濃度を高くすると電圧

が大きくなるのでは」 

 

S 電極の種類を変えると電流が大きくなるかも

しれないね。 

S電極の組み合わせを変えるといいいかもね。 

仮説②「電極の組み合わせを変えると電流が大

きくなるのだろうか」 

 

 

S 電解質水溶液の種類でも電流は大きくなるの

ではないだろうか。 

仮説③「電解質の種類をかえると電圧を大きく

することができるのではないだろうか」 

S 仮説①を検証するには、水溶液の濃度を変化

させながら電圧の大きさを調べるといいんじゃ

ないかな。 

S この時は電極や電解質の種類は同じにしない

といけないね。 

S 仮説②は水溶液は変えずに、イオン化傾向の

差が違う、電極の組み合わせを使うといいね。 

 

S 仮説③はいくつかの電解質水溶液を用意し、

それぞれで電圧を調べるといいんじゃないか

な。 

Sこの実験では電極は変えちゃだめだね。 

 

Sじゃあ実際に検証実験を行っていこう。 

 

 

（実験を行い、結果を整理する） 

S 溶かす食塩の量を増すと電流は大きくなった

ね。 

S 電解質水溶液の濃度を大きくすると電流は大

きくなるということだね。 

Sということは仮説①は正しいといえそうだね。 

 

S 銅と亜鉛より銅とマグネシウムのほうがイオ

ン化傾向の差が大きいから、仮説②は正しいと

いえそうだね。 

S 食塩水より塩酸のほうが電流が大きくなった

ね。 

S仮説③は正しいといえそうかな。 

S 仮説③は濃度をそろえることはできてるのか

な。 

条件制御が十分じゃないかもしれないね。 

 

（各班が発表する） 

 

まとめ 

（各班で分かったことについてまとめる） 

 

 

T 他の班の意見をもとに自分たちの探究の過程

の振り返りをしてください。 

 

 

・前時までで学習した化学電池では電流の大

きさが足りないことを認識させる。 

・検証可能な仮説を立てられるように注意す

る。 

・実験方法や条件制御などについて、しっか

り記録をとるよう指導する。 

・実験結果が予想どおりになったとしても、

それで十分であるかを振り返られるよう指導

する。 

 

 既習事項と関連づけて、電池の電流を大きく

する方法についての仮説を設定できている。

【思】 

 探究の過程を振り返り、仮説や実験方法が妥

当であったかをについて考察している。【思】 

 

問題・めあての共有 仮説を立て、検証する まとめ・振り返り 

化学電池 

・電解質水溶液 

・イオン化傾向の違う 2つの電極 

（+極-極が決まる。） 

問題電流を大きくするにはどうしたらいいだ

ろう 

 

めあて電流を大きくするために仮説を立てて検

証しよう 

仮説 

 

実験方法 

 

結果 

 

考察 

まとめ 

化学電池の電流を大きくするには水溶液の

濃度を濃くするか電極のイオン化傾向の差

を大きくするといい 

 

振り返り 

 

（不十分な点） 

仮説①：電極と電解質の種類について 

仮説②：濃度と電解質の種類について 

仮説③：濃度と電極について 


